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恵
心
僧
都
源
信
の
伊
勢
参
籠
─
中
世
唱
導
説
話
を
中
心
と
し
て
─ 

伊
藤
　
文
一

は
じ
め
に

　

平
安
中
期
の
天
台
僧
で
あ
る
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
―
一
〇
一
七
）
は
、
早
く
か
ら
そ
の
著
作
で
あ
る
『
往
生
要
集
』・『
一
乗
要
決
』・『
横

川
法
語
』
な
ど
が
受
容
さ
れ
、
天
台
宗
恵
心
流
の
祖
や
浄
土
教
を
広
め
た
碩
学
の
僧
と
し
て
説
話
に
も
た
び
た
び
登
場
す
る
。
特
に
中
世
以
降
は

源
信
と
母
と
の
説
話
が
多
く
記
さ
れ
、
源
信
伝
研
究
に
お
い
て
も
先
学
に
よ
る
分
析
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

　

中
世
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
源
信
伝
を
総
括
的
に
扱
っ
た
研
究
は
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
少
な
い
。
本
論
文
で
は
伊
勢
参
籠
の
記
事
を
軸

に
、
従
来
説
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
恵
心
先
徳
夢
想
之
記
』
な
ど
の
典
籍
に
も
注
目
し
、
中
世
以
降
の
源
信
伝
の
書
承
関
係
を
再

整
理
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
源
信
の
伊
勢
参
籠
説
話
の
享
受
圏
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一
、
源
信
伝
の
整
理

　

大
塚
あ
や
子1

は
、
源
信
の
「
聖
」・「
名
僧
」
と
し
て
の
描
写
の
諸
相
を
検
討
し
た
。
淺
田
正
博2

は
、『
恵
心
僧
都
物
語
』
を
中
心
と
し
た
物
語

（202）



─ 2─

的
描
写
を
検
討
し
た
う
え
で
、
源
信
の
一
生
や
事
績
を
伝
記
の
形
で
記
述
す
る
「
生
涯
話
」
と
、
独
立
し
た
一
つ
の
話
と
し
て
描
か
れ
る
「
単
独

話
」
に
大
別
し
た
。
ま
た
、
渡
邊
守
順3

は
従
来
、
天
台
浄
土
教
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
「
源
信
」
像
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
総
括
的

な
源
信
伝
研
究
を
踏
ま
え
、
主
要
な
伝
記
と
し
て
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
『
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』「
前
権
少
僧
都
源
信
」、
②
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
下
巻
第
八
十
三
「
楞
厳
院
源
信
僧
都
」、

③
『
延
暦
寺
首
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』（
別
伝
）、
④
『
続
本
朝
往
生
伝
』
第
九
、
⑤
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
「
横
川
源
信
僧
都
語
第
三
十

二
」、
⑥
『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
八
第
四
「
恵
心
ノ
事
」、
⑦
『
元
亨
釈
書
』
巻
四
「
慧
解
二
之
三
」、
⑧
『
三
国
伝
記
』
巻
十
二
第
三
「
恵
心

院
源
信
僧
都
事
」、
⑨
『
恵
心
僧
都
物
語
』（
恵
心
僧
都
之
御
物
語
双
紙
、
恵
心
僧
都
御
房
形
状
記
）、
⑩
『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実
』、
⑪
『
恵

心
僧
都
絵
詞
伝
』、
⑫
『
恵
心
僧
都
行
状
記
』、
⑬
『
直
談
因
縁
集
』
巻
八
第
十
四
、
⑭
『
浄
土
真
宗
七
高
祖
伝
』「
源
信
僧
都
伝
」、
⑮
『
三
国

七
高
僧
伝
図
会
』
巻
三
「
源
信
僧
都
伝
」

　

源
信
の
伝
記
の
最
古
例
は
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
成
立
の
念
仏
結
社
、
二
十
五
三
昧
会
で
編
ま
れ
た
過
去
帳
で
あ
る
、『
首
楞
厳
院
二
十
五

三
昧
結
縁
過
去
帳4

』（
以
下
、『
過
去
帳
』）
で
あ
り
、
以
降
は
こ
の
内
容
が
継
承
さ
れ
る
。
源
信
の
事
績
を
細
緻
に
記
し
た
伝
記
が
成
立
し
た
一

方
で
、
早
く
か
ら
そ
の
事
績
を
外
れ
た
説
話
も
散
見
さ
れ
、
源
信
の
説
話
利
用
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
法
華
験
記
』
上

巻
第
三
十
九
「
叡
山
円
久
法
師5

」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

最
後
の
時
に
臨
み
、
手
に
経
巻
を
執
り
て
、
口
に
妙
法
を
誦
し
、
西
方
に
向
ひ
て
坐
し
、
更
に
余
の
言
な
し
。
そ
の
死
屍
を
斂
め
て
、
幽
谷

の
中
に
置
け
り
。
数
日
を
経
ず
し
て
、
そ
の
墓
所
の
方
に
、
法
華
を
誦
す
る
声
あ
り
。
そ
の
音
甚
だ
貴
く
し
て
、
存
生
の
音
に
似
た
り
。
連

夜
の
誦
経
、
更
に
休
息
せ
ず
。
四
十
九
日
の
法
事
の
已
後
、
そ
の
声
聞
え
ず
。
中
有
の
生
を
替
へ
て
、
浄
土
に
往
生
す
る
が
ご
と
し
。

叡
山
僧
円
久
が
道
心
を
起
こ
し
、
愛
宕
山
の
南
星
と
い
う
地
に
籠
居
し
て
、
法
華
経
の
読
誦
を
経
て
往
生
に
至
る
と
い
う
往
生
譚
で
あ
る
。
ま
た
、

同
話
に
あ
た
る
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
「
天
台
円
久
於
葛
木
山
聞
仙
人
誦
経
第
三
十
八6

」
に
は
以
下
の
よ
う
な
説
話
が
み
え
る
。
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偏
ヘ
ニ
経
ノ
威
力
ヲ
憑
テ
、
音
ヲ
挙
テ
読
誦
ス
。
既
ニ
暁
ニ
成
ヌ
ラ
ム
ト
思
フ
程
ニ
、
此
ノ
木
ノ
末
ニ
居
ル
ト
見
ツ
ル
者
、
細
ク
幽
ナ
ル
音

ニ
テ
極
テ
貴
ク
、「
是
人
之
功
徳　

無
辺
無
有
窮　

如
十
方
虚
空　

不
可
得
辺
際
」
ト
誦
シ
テ
立
テ
飛
ビ
去
ヌ
。（
中
略
）
返
テ
後
、
横
川
ノ

源
信
僧
都
ニ
此
事
ヲ
語
ケ
レ
バ
、
僧
都
此
レ
ヲ
聞
テ
泣
々
ク
貴
ビ
哀
ビ
給
ヒ
ケ
リ
。
円
久
遂
ニ
命
終
ル
時
、
彼
ノ
南
星
ノ
峰
ニ
シ
テ
法
花
経

ヲ
誦
シ
テ
貴
ク
テ
失
ニ
ケ
リ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。

葛
木
山
に
籠
居
し
、
偈
を
唱
え
な
が
ら
飛
び
去
る
何
か
を
円
久
が
目
撃
す
る
と
付
加
さ
れ
、
そ
の
後
、「
横
川
の
源
信
僧
都
」
に
こ
の
こ
と
を
語

る
と
い
う
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
掲
し
た
一
覧
の
伝
記
の
他
に
も
、
源
信
が
金
峯
山
の
巫
女
に
歌
占
を
頼
む
説
話
（『
十
訓
抄
』

第
六
ノ
三
十
七
）
や
、
仏
画
・
仏
像
作
者
に
源
信
を
仮
託
す
る
記
事
（『
実
隆
公
記
』
永
正
六
年
九
月
十
五
日
条
）
な
ど
を
含
め
、
源
信
が
事
績

に
拠
ら
ず
幅
広
く
説
話
に
利
用
さ
れ
、
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
中
で
も
、
き
わ
め
て
多
く
の
源
信
伝
に
引
か
れ
注
目
さ
れ
る

の
が
、
源
信
と
そ
の
母
の
説
話
で
あ
る
。

二
、
源
信
と
母
の
説
話
の
特
徴

　

源
信
の
母
に
関
す
る
記
述
は
、『
過
去
帳
』
に
古
例
が
み
え
る
。

自
来
二
於
此
一
出
家
受
戒
。
住
山
修
学
、
学
業
既
成
、
為
二
仏
道
英
雄
一
、
論
議
决
擇
、
世
称
二
絶
倫
一
。
時
赴
二
公
請
一
。
有
二
所
レ
得
物
一
。
撰
レ

貴
贈
レ
母
。
母
泣
報
云
、
所
レ
送
之
物
。
雖
レ
非
レ
不
レ
喜
、
遁
世
修
道
、
我
所
レ
願
也
。
即
隨
二
母
言
一
永
絶
二
萬
縁
一
、
隠
二
│

居
山
谷
一
、
修
二

浄
土
業
一
。
長
和
二
年
正
月
一
日
、
所
レ
著
願
文
云
、
生
前
所
レ
修
行
法
、
今
略
録
レ
之
。
念
仏
二
十
俱
胝
遍
、
奉
読
大
蔵
経
、
五
萬
五
千
五

百
巻
。
法
花
八
千
巻
阿
弥
陀
経
一
萬

巻
。
般
若
経
三
千
餘
巻
等
也
。

奉
レ
念
大
呪
百
萬
反
。
千
手
呪
七
十
萬
返
。

尊
勝
呪
三
十
萬
反
。
幷
弥
陀
、
不
動
、
光
明
、
仏
眼
等
呪
少
少
也
、
云
云
。
其
後
所
作
、
亦
有
二

別
記
一
、
此
外
又
有
二
一
巻
十
餘
紙
書
記
。
一
生
所
レ
作
善
根
、
其
中
或
造
二
仏
像
一
。
或
書
二
経
巻
一
或
行
二
布
施
一
、
或
助
二
他
善
一
。
如
レ
此
大

小
事
理
、
種
種
功
徳
、
不
レ
能
二
具
記
一
。
又
念
仏
餘
暇
。
所
レ
撰
法
門
。
有
二
数
部
数
十
巻
一
、
往
生
要
集
三
巻
、
一
乗
要
決
三
巻
、
大
乗
対

俱
舎
抄
十
四
巻
、
回
明
四
相
違
䟽
注
釈
三
巻
、
同
義
断
纂
要
注
釈
一
巻
等
也
。

横
川
で
修
学
に
励
み
、
仏
道
の
英
雄
と
な
っ
た
源
信
は
母
に
贈
り
物
を
す
る
も
、
母
か
ら
「（
源
信
が
）
遁
世
し
仏
道
に
励
む
こ
と
が
自
分
の
望

（200）
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む
所
で
あ
る
」
と
諭
さ
れ
る
。
母
の
言
に
従
い
山
谷
に
隠
居
し
、
浄
土
教
の
修
行
に
専
念
す
る
。『
延
暦
寺
首
楞
厳
院
源
信
僧
都
伝
』
に
も
同
内

容
が
記
さ
れ
、
早
く
か
ら
源
信
伝
で
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

源
信
と
母
の
や
り
取
り
か
ら
『
往
生
要
集
』
撰
述
に
至
る
ま
で
の
記
述
は
、『
法
華
験
記
』
下
巻
第
八
十
三
話
を
踏
襲
し
源
信
の
事
績
を
述
べ

る
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
二
「
横
川
源
信
僧
都
語
第
三
十
二7

」
に
み
え
る
。『
過
去
帳
』
の
前
掲
部
分
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

前
ノ
一
条
ノ
院
ノ
天
皇
、「
源
信
止
事
無
キ
者
也
」
ト
聞
食
テ
、
召
出
デ
ヽ
、
公
家
ニ
仕
フ
ル
間
、
僧
都
ニ
被
成
ヌ
。
然
レ
ド
モ
、
道
心
深

キ
ガ
故
ニ
偏
ニ
名
聞
ヲ
離
レ
テ
、
官
職
ヲ
辞
シ
テ
遂
ニ
横
川
ニ
籠
居
ヌ
。
其
ノ
後
、
静
ニ
法
花
経
ヲ
誦
シ
念
仏
ヲ
唱
ヘ
テ
、
偏
ニ
後
世
菩
提

ヲ
祈
ル
。
一
乗
要
決
ト
云
フ
文
ヲ
作
テ
、「
一
切
衆
生
皆
成
仏
」
ノ
心
ヲ
著
シ
、
往
生
要
集
ト
云
フ
作
テ
、
往
生
極
楽
ヲ
可
願
キ
事
ヲ
教
ヘ

タ
リ
。
其
ノ
時
ニ
、
夢
ノ
中
ニ
観
音
来
給
テ
、
咲
テ
金
蓮
花
ヲ
授
ケ
給
フ
。
毘
沙
門
天
蓋
ヲ
捧
ゲ
テ
傍
ニ
立
給
ヘ
リ
、
ト
見
ケ
リ
。
如
此
ク

貴
キ
事
多
シ
。

こ
こ
で
は
母
の
話
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、道
心
の
深
さ
を
理
由
に
横
川
へ
籠
居
し
、『
往
生
要
集
』
の
著
述
に
至
っ
て
い
る
。
一
方
、巻
十
五
「
源

信
僧
都
母
尼
往
生
語
第
三
十
九
」
は
源
信
伝
か
ら
母
の
話
の
み
を
抄
出
し
て
い
る
。
源
信
の
山
籠
に
つ
い
て
、以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

此
ク
山
ニ
籠
テ
六
年
ハ
過
ヌ
。
七
年
ト
云
フ
年
ノ
春
、
母
ノ
許
ニ
云
ヒ
遣
テ
云
ク
、「
六
年
ハ
既
ニ
山
籠
ニ
テ
過
ヌ
ル
ヲ
、
久
ク
不
見
奉
ネ

バ
、
恋
シ
ク
ヤ
思
シ
食
ス
。
然
バ
白
地
ニ
詣
デ
ム
」
ト
。
返
事
ニ
云
ク
、「
現
ニ
恋
シ
ク
思
ヒ
聞
ユ
レ
ド
モ
、
見
聞
エ
ム
ニ
ヤ
ハ
罪
ハ
滅
ビ

ム
ズ
ル
。
尚
山
籠
ニ
テ
御
セ
ム
ヲ
聞
カ
ム
ノ
ミ
ゾ
喜
カ
ル
ベ
キ
。
此
レ
ヨ
リ
不
申
ザ
ラ
ム
限
リ
ハ
不
可
出
給
ズ
」
ト
。
僧
都
此
レ
ヲ
見
テ
、

「
此
ノ
尼
君
ハ
只
人
ニ
モ
無
キ
人
也
ケ
リ
。
世
ノ
人
ノ
母
ハ
此
ク
云
ヒ
テ
ム
ヤ
」
ト
思
テ
過
ス
程
ニ
、
九
年
ニ
成
ヌ
。

往
生
伝
を
集
成
し
た
巻
十
五
所
収
で
あ
り
、
前
後
話
は
尼
僧
の
往
生
・
母
の
往
生
が
描
か
れ
る
。
加
え
て
、『
今
昔
物
語
集
』
所
収
の
往
生
伝
と

し
て
典
型
的
な
話
末
評
語
で
あ
る
、「
横
川
ノ
聖
人
達
モ
此
レ
ヲ
聞
テ
、
哀
也
ケ
ル
祖
子
ノ
契
也
、
ト
云
テ
ゾ
泣
々
尊
ビ
ケ
ル
、
ト
ナ
ム
語
リ
伝

エ
タ
ル
ト
ヤ
」
の
言
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
往
生
譚
の
一
つ
と
し
て
採
録
さ
れ
た
話
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
話
に
お
い
て
、
源
信

の
母
の
説
話
は
、『
過
去
帳
』
に
比
し
て
内
容
が
増
補
さ
れ
、『
今
昔
物
語
集
』
以
降
に
成
立
し
た
伝
記
に
お
い
て
も
採
録
さ
れ
続
け
る
。
大
塚
あ

や
子8

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
世
以
降
の
源
信
伝
で
は
こ
の
母
の
話
に
主
眼
が
推
移
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
仏
伝
に
お
け
る
釈
尊
の
母
摩
耶
夫
人

の
描
写
に
端
を
発
し
、
法
然
・
空
海
・
良
源
な
ど
、
聖
人
の
出
生
譚
で
は
し
ば
し
ば
母
の
説
話
が
詳
述
さ
れ
る
。
源
信
の
母
の
説
話
も
同
様
で
あ
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り
、『
今
昔
物
語
集
』
以
降
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
鎌
倉
期
以
降
に
成
立
す
る
源
信
伝
に
も
定
着
を
見
せ
る
。
こ
の
母
と
の
や
り
取
り
を
経
て

菩
提
を
祈
る
決
心
を
し
た
源
信
が
伊
勢
神
宮
に
参
籠
す
る
旨
の
記
述
が
、
中
世
以
降
の
一
部
の
資
料
群
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
源
信
の
伊
勢
参
籠
説
話
の
諸
相

　

中
世
の
源
信
説
話
に
お
け
る
伊
勢
参
籠
の
古
例
は
、『
三
国
伝
記
』
片
仮
名
本
に
み
え
る
。
巻
十
二
第
三
「
恵
心
院
源
信
僧
都
事9

」
は
、
以
下

の
説
話
を
所
収
す
る
。

其
後
、
僧
都
ハ
一
心
ニ
思
切
リ
、
双
親
ノ
菩
提
ヲ
祈
ン
ト
思
召
テ
、
師
匠
ニ
暇
ヲ
申
テ
、
十
二
年
間
籠
居
シ
テ
、
九
夏
三
伏
ノ
天
ニ
モ
白
雲
ヲ

凌
峯
ノ
花
ヲ
摘
、
玄
冬
素
雪
ノ
地
ニ
モ
寒
凍
ヲ
叩
谷
ノ
水
ヲ
汲
。
止
観
鑽
仰
ノ
窓
ノ
内
ニ
ハ
三
千
一
念
ノ
月
ヲ
澄
シ
、
無
相
般
若
ノ
床
ノ
上
ニ
ハ
一
乗
実

相
ノ
霜
寒
シ
。
一
切
経
七
千
巻
披
閲
シ
玉
コ
ト
五
ヶ
度
也
。
角
テ
十
二
年
ノ
後
、
先
ヅ
伊
勢
太
神
宮
ニ
参
、
七
日
籠
リ
、
後
世
菩
提
ヲ
祈
申
サ
レ

ケ
ル
ニ
、
満
散
ノ
夜
ノ
夢
ニ
、
神
殿
ノ
御
戸
ヲ
開
、
貴
女
一
人
出
マ
シ
マ
シ
テ
、
末
代
ノ
衆
生
出
離
ノ
要
道
ヲ
尋
ル
事
有
バ
、
阿
弥
陀
仏
ヲ
念
ゼ

ヨ
ト
勧
ベ
キ
由
ヲ
示
シ
給
フ
。
此
神
勅
ニ
依
テ
、
一
切
経
ノ
中
ヨ
リ
往
生
要
集
を
撰
集
シ
テ
三
巻
ト
シ
、
諸
人
ノ
往
生
ヲ
勧
メ
玉
フ
。

ま
た
、
片
仮
名
本
に
比
し
て
成
立
年
代
が
や
や
下
る
と
考
え
ら
れ
る
平
仮
名
本
で
も
、
伊
勢
神
宮
参
籠
か
ら
『
往
生
要
集
』
撰
述
に
至
る
ま
で
片

仮
名
本
と
記
述
が
一
致
す
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
平
仮
名
本
巻
十
五
第
三
話
「
恵
心
院
そ
う
つ
源
信
の
事10

」
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

そ
う
つ
は
、
は
ゝ
の
の
給
ひ
し
こ
と
き
も
に
め
い
し
て
、
た
つ
と
く
お
も
は
れ
し
か
は
、
寛
弘
元
年
五
月
廿
四
日
、
権
大
そ
う
つ
を
ち
し

て
、
し
よ
え
ん
を
や
め
、
よ
川
に
こ
も
り
居
給
へ
り
。
し
ゆ
す
る
と
こ
ろ
の
せ
ん
こ
ん
、
ね
ん
仏
十
二
く
て
い
へ
ん
、
て
ん
と
く
大
せ
う
経

五
万
千
百
巻
、
あ
み
た
の
大
し
ゆ
百
万
反
、
そ
ん
せ
う
た
ら
に
三
千
万
反
、
千
手
た
ら
に
七
十
万
反
、
凡
、
一
さ
い
き
や
う
を
ひ
ら
き
み
給

事
、
五
反
也
と
云
々
。
あ
る
時
、
い
せ
大
神
宮
に
ま
い
り
て
、
こ
せ
ほ
た
い
を
い
の
り
給
ひ
け
る
に
、
す
な
は
ち
、
夢
の
御
つ
け
に
、
末
代

の
し
ゆ
し
や
う
し
ゆ
つ
り
の
や
う
た
う
、
あ
み
た
仏
を
ね
ん
す
へ
し
と
、
す
ゝ
む
へ
き
よ
し
し
め
し
給
。
こ
の
御
し
ん
た
く
に
よ
つ
て
、
一

さ
い
き
や
う
の
中
よ
り
、
わ
う
し
や
う
浄
土
の
よ
う
も
ん
を
え
ら
ひ
い
た
し
て
、
三
巻
の
抄
と
な
し
給
。
こ
れ
を
往
生
よ
う
し
う
と
号
す
。

　

片
仮
名
本
所
収
話
の
う
ち
源
信
の
名
は
、
巻
一
第
十
二
「
源
信
僧
都
母
事
」・
巻
十
二
第
三
「
恵
心
院
源
信
僧
都
事
」
に
み
え
る
。
平
仮
名
本
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は
巻
一
を
中
心
に
説
話
配
列
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
た
め
前
者
が
省
か
れ
て
お
り
、
巻
十
五
第
三
話
「
恵
心
院
そ
う
つ
源
信
の
事
」
の
み
。
片
仮

名
本
で
は
十
二
巻
全
体
で
三
六
○
話
を
数
え
た
説
話
は
、
全
巻
が
現
存
す
る
黒
田
彰
蔵
写
本
を
参
照
す
る
と
、
十
五
巻
全
体
で
三
〇
三
話
ま
で
数

を
減
ら
し
て
い
る
。
特
に
、
平
仮
名
本
で
は
巻
二
・
十
〜
十
五
に
お
い
て
、
片
仮
名
本
所
収
の
説
話
が
省
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、「
恵
心
院
源
信

僧
都
事
」
を
所
収
す
る
巻
十
二
も
こ
れ
に
相
当
す
る11

。

　

一
定
期
間
の
参
籠
を
経
た
源
信
が
、
夢
の
中
で
貴
女
か
ら
告
示
を
受
け
、
そ
れ
を
受
け
て
『
往
生
要
集
』
の
撰
述
に
至
る
と
す
る
話
型
は
、
片

仮
名
本
と
平
仮
名
本
に
共
通
す
る
。
ま
た
、
母
の
菩
提
を
籠
居
の
動
機
と
す
る
点
、
参
籠
の
期
間
を
七
日
間
と
し
た
点
、
夢
告
の
内
容
に
「
末
代

の
衆
生
出
離
の
要
道
」
と
い
う
共
通
の
文
言
を
含
む
点
は
、
後
掲
す
る
『
恵
心
先
徳
夢
想
之
記
』
と
は
相
違
す
る
一
方
で
、
近
世
の
伝
記
と
の
関

連
が
認
め
ら
れ
る
。
成
立
が
先
行
す
る
片
仮
名
本
所
収
の
源
信
説
話
二
つ
の
う
ち
、
平
仮
名
本
で
は
伊
勢
の
記
述
を
持
つ
源
信
伝
の
み
採
録
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
伊
勢
の
記
事
が
省
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
源
信
伝
に
伊
勢
参
籠
説
話
が
関
連
付
け
ら
れ
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

　

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
書
写
奥
書
を
持
つ
天
台
聖
教
典
籍
で
あ
る
『
直
談
因
縁
集
』
に
も
同
様
に
、
源
信
の
伊
勢
参
籠
説
話
が
み
ら

れ
る
。
本
書
は
、
法
華
経
の
教
理
を
平
易
に
説
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
直
談
物
に
あ
た
る
資
料
で
あ
る
。
巻
二
第
十
二
（
譬
喩
品
）、
第
三
十
九

（
譬
喩
品
）、
巻
五
第
二
十
三
（
安
楽
行
品
）、
第
二
十
七
（
安
楽
行
品
）、
巻
八
第
十
四
（
普
門
品
）
と
、
計
五
例
の
源
信
説
話
が
収
録
さ
れ
る
。

う
ち
、
巻
八
第
十
四
話
に
源
信
伝
と
伊
勢
参
籠
の
記
事
が
含
ま
れ
る12

。

一
、
付
テ

二
求
男
ト
云
一
。（
中
略
）
此
布
施
ヲ
、
其
ノ
任
、
母
ノ
所
ヘ
送
リ
、
天
子
ニ
モ
知
レ
奉
ト
、
母
モ
聞
、
喜
玉
ハ
ン
、
ト
云
テ
、
文
ヲ
書
キ
、
使
遣
玉
フ

也
。
時
、
母
、
此
文
ヲ
見
テ
、
法
門
ヲ
モ
、
帝
王
ノ
御
耳
ニ
入
ル
様
ニ
ハ
、
定
テ
不
可
云
一
、
惣
シ
テ
多
武
峰
ノ
僧
伽
聖
人
ノ
如
ニ
シ
テ
コ
ソ
、
菩
提
ヲ
モ
可
ケ
レ

問
一
。
内
裏
ナ
ト
ヘ
参
、
臣
下
等
ニ
被
尊
敬
セ

一
、
尚
名
聞
利
養
也
。
争
カ
施
物
ヲ
吾
取
ン
、
ト
云
テ
、
追
返
也
。
時
、
僧
都
、
道
理
也
ト
思
召
、
十
三

年
ノ
年
ヨ
リ
籠
山
シ
テ
、
一
切
経
ヲ
六
度
迄
被
覧
有
ル
也
。
三
十
二
年
ノ
年
歟
、
伊
勢
太
神
ヘ
参
詣
有
テ
、
我
学
文
ノ
間
、
無
隙
一
任
、
不
参
一
。
今
ハ

隙
明
候
間
、
参
詣
仕
、
ト
云

云
。
時
、
天
照
太
神
ノ
告
ニ
ハ
、
末
世
ノ
聖
人
、
御
身
ニ
不
可
過
一
。
同
ハ
、
末
代
ハ
人
機
根
未
練
ナ
レ
ハ
、
念
仏
ヲ
弘
玉
ヘ
、
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ト
云

云
。
去
程
ニ
帰
テ
、
往
生
要
集
ヲ
作
レ
リ
。
是
ニ
ハ
遠
離
穢
土
、
欣
求
浄
土
ノ
相
ヲ
宣
玉
ヘ
リ
。（
中
略
）
サ
テ
恵
心
ハ
、
七
十
六
ノ
年
、
六
月
十
日
ニ
往

生
シ
玉
ヘ
リ
。
臨
終
ノ
砌
ニ
ハ
、
弟
子
様
数
多
集
テ
悲
歎
ス
。
而
、
余
ノ
弟
子
ヲ
押
ノ
ケ
テ
、
慶
祐
一
人
留
テ
、
都
率
天
ニ
生
セ
ン
、
ト
云

云
。
時
、
二
童
子

来
ル
。
サ
レ
ハ
、
西
方
浄
土
ヲ
望
玉
フ
歟
、
ト
云
テ
返
ス
也
。
一
人
童
子
ハ
、
持
二
蓮
花
ヲ

一
来
レ
リ
。
妙
音
来
相
ノ
蓮
花
也
云

云
。

本
話
は
、『
法
華
経
』「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
五13

」
に
み
え
る
、「
若
有
女
人
設
欲
求
男
」
の
語
を
註
釈
す
る
形
を
と
る
。
女
性
が
男
児
を
望

む
に
あ
た
り
、
観
世
音
菩
薩
へ
の
供
養
・
礼
拝
を
経
て
、「
福
徳
智
慧
之
男
」
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
内
容
を
、
源
信
伝
と
結
び
つ
け
て

抄
録
し
て
い
る
。
福
徳
・
智
慧
を
備
え
た
男
と
し
て
源
信
を
挙
げ
、
本
話
全
体
が
そ
の
伝
記
に
終
始
す
る
。
出
生
か
ら
叡
山
で
良
源
に
師
事
し
、

母
の
臨
終
を
看
取
る
ま
で
が
詳
述
さ
れ
る
点
は
、
中
世
以
後
の
源
信
伝
と
共
通
し
、
話
末
に
源
信
自
身
の
往
生
の
様
子
が
付
さ
れ
る
。
他
書
と
同

じ
く
、
母
の
言
を
受
け
て
伊
勢
を
訪
ね
、
往
生
要
集
の
撰
述
に
至
る
。
貴
女
や
夢
告
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
は
な
く
、
こ
こ
で
は
天
照
大
神
が
直
接

神
託
を
授
け
て
い
る
。

『
三
国
伝
記
』
と
『
直
談
因
縁
集
』
に
多
く
見
ら
れ
る
同
話
は
、
各
々
の
編
纂
意
識
に
基
づ
き
、
本
文
を
異
に
す
る
こ
と
は
阿
部
泰
郎14

に
よ
り

夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
他
書
と
細
部
の
記
述
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
伊
勢
参
籠
の
記
述
は
省
か
れ
て
お
ら
ず
、
本
書
は
『
三
国
伝
記
』
と
同
様

に
、
源
信
伝
と
伊
勢
参
籠
を
関
連
付
け
て
受
容
さ
れ
た
と
い
え
る
。
加
え
て
、
天
台
系
の
法
華
経
談
義
の
場
に
お
い
て
、
源
信
の
伊
勢
参
籠
説
話

が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。　

　

成
立
が
『
三
国
伝
記
』
よ
り
遡
り
う
る
典
籍
と
し
て
、『
一
言
芳
談
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
も
、
源
信
伝
と
伊
勢
参
籠
の
結
節

が
う
か
が
え
る
。
以
下
は
、
慶
安
元
年
刊
本15

所
収
の
該
当
話
全
文
で
あ
る
。

有
云
、
恵
心
僧
都
、
伊
勢
太
神
宮
へ
ま
い
り
て
七
ケ
日
参
籠
は
つ
る
夜
の
夢
に
、
宝
殿
の
御
戸
た
ち
ま
ち
に
ひ
ら
け
て
、
ゆ
ゝ
し
け
な
る
、

貴
女
一
人
い
て
た
ま
へ
り
。
示
云
太
神
宮
は
本
覚
の
都
へ
か
へ
り
お
は
し
ま
す
。
こ
れ
は
御
留
守
に
侍
る
も
の
な
り
。
末
代
の
衆
生
出
離
の

要
道
を
た
つ
ぬ
る
事
あ
ら
ば
弥
陀
仏
を
念
ぜ
よ
と
す
ゝ
む
べ
き
よ
し
お
ほ
せ
を
か
れ
侍
る
。

伊
勢
に
参
っ
た
源
信
が
、
七
日
間
の
参
籠
の
果
て
に
貴
女
か
ら
夢
告
を
受
け
る
。
夢
告
の
内
容
は
『
三
国
伝
記
』
に
近
し
い
。
他
書
に
お
い
て
参
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籠
の
契
機
と
さ
れ
た
母
と
の
話
や
、『
往
生
要
集
』
撰
述
に
関
す
る
話
が
見
え
ず
、
伊
勢
参
籠
の
記
事
の
み
を
採
録
し
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て

示
さ
れ
る
よ
う
に
、
伊
勢
参
籠
説
話
は
、
源
信
伝
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
、
単
独
の
説
話
と
し
て
成
立
し
う
る
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
刊
の
注
釈
書
で
あ
る
『
一
言
芳
談
句
解16

』
は
、
以
下
の
注
釈
を
付
す
。

恵
心
僧
都
の
事
は
、
つ
ま
び
ら
か
に
、
元
亨
釈
書
に
見
え
た
り
。
此
一
段
ま
づ
、
日
本
は
神
国
な
る
故
に
、
伊
勢
の
事
あ
る
を
ち
な
み
て
、

か
き
出
せ
り
。
唯
一
の
神
道
、
両
部
の
神
道
、
両
説
有
。
ま
づ
両
部
の
神
道
と
は
、
行
基
の
は
じ
ま
た
ま
ひ
、
弘
法
に
い
た
り
、
本
地
と

て
、
仏
を
た
て
た
る
な
り
。
唯
一
の
神
道
。
伊
勢
、
春
日
、
三
輪
説
ま
ち
〳
〵
な
れ
共
、
心
は
ひ
と
つ
に
し
て
、
本
地
の
ほ
と
け
を
と
ら

ず
。（
中
略
）
本
文
の
心
は
、
両
部
神
道
の
心
に
て
、
弥
陀
を
ね
ん
ぜ
よ
と
い
ふ
こ
と
ば
を
も
つ
て
、
第
一
段
に
か
き
出
せ
る
か
。
さ
れ
は

神
と
云
は
、
ま
こ
と
の
心
を
さ
し
て
云
な
れ
ば
、
一
心
に
み
だ
を
た
の
み
奉
ら
ば
、
い
の
ら
ず
と
て
も
神
の
心
に
か
な
ふ
べ
し
。
こ
ゝ
ろ
は

ひ
と
つ
な
れ
ば
な
り
。

『
元
亨
釈
書
』
所
収
の
源
信
伝
を
踏
襲
し
た
う
え
で
、
神
道
説
に
従
っ
て
伊
勢
参
籠
の
内
容
を
付
加
し
た
と
あ
る
。
た
だ
し
、『
元
亨
釈
書
』
所
収

の
源
信
伝
で
は
、
該
当
部
分
に
お
い
て
伊
勢
に
ま
つ
わ
る
記
述
は
み
ら
れ
な
い17

。
少
な
く
と
も
本
書
が
刊
行
さ
れ
た
近
世
前
期
の
段
階
で
は
、
源

信
の
伝
記
に
お
け
る
伊
勢
の
記
述
に
関
し
て
、『
一
言
芳
談
』
以
外
の
明
確
な
典
拠
を
示
せ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、『
一
言
芳
談
』
所

収
の
該
当
話
が
古
態
を
示
し
た
形
で
あ
る
か
、
断
定
で
き
な
い
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
書
は
『
徒
然
草
』
第
九
十
八
段18

に
引
用
さ
れ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
成
立
は
こ
れ
に
先
行
す
る
た
め
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
ご
ろ
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
。
伝
本
は
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年

刊
本
・『
続
群
書
類
従
』
所
収
版
本
の
二
種
で
あ
り
、
近
世
以
降
の
版
本
に
限
ら
れ
る
。
原
態
を
参
照
で
き
な
い
た
め
、
源
信
伝
を
冒
頭
話
に
採

録
す
る
『
一
言
芳
談
』
が
『
三
国
伝
記
』
に
先
行
す
る
と
断
ず
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

『
三
国
伝
記
』
と
成
立
年
代
が
近
接
す
る
典
籍
と
し
て
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
蔵
『
恵
心
先
徳
夢
想
之
記
』
一
帖
が
挙
げ
ら

れ
る
。
本
書
は
他
に
伝
本
の
な
い
孤
本
で
あ
る
。
稿
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
書
面
は
両
面
書
十
枚
で
縦
二
二
・
九
糎
、
横
一
五
・
〇
糎
の
四
つ
半

本
で
、
小
ぶ
り
な
説
草
の
体
を
成
す
小
冊
子
で
あ
る
。
原
装
黒
色
無
地
表
紙
の
左
肩
に
打
付
墨
書
「
恵
心
先
徳
夢
想
之
記
」
と
外
題
を
付
す
。
料
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紙
は
斐
紙
、
装
訂
は
粘
葉
装
で
あ
り
、
一
頁
あ
た
り
五
行
、
一
行
十
七
字
程
度
の
総
ル
ビ
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
述
さ
れ
る
。
本
文
末
尾
に

付
さ
れ
た
書
写
奥
書
に
は
「
于
時
康
正
三
年
丁
丑
中
夏
廿
二
書
写
之
畢
」
と
あ
り
、
本
文
の
成
立
は
康
正
三
年
（
一
四
五
七
）
を
遡
る
。
表
紙
左

辺
に
押
八
双
が
確
認
さ
れ
、
書
面
に
は
雲
母
引
と
押
界
が
施
さ
れ
る
点
は
瞠
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
内
容
の
長
期
的
な

保
存
を
志
向
し
て
編
ま
れ
た
上
製
の
小
冊
子
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
本
文
を
私
に
翻
刻
し
た
。

日ニ

本ホ
ン

我ワ
カ

朝テ
ウ

ニ
、
恵エ

心シ

ノ
僧ソ
ウ

都ツ

ト
申マ
ウ
シテ

、
顕ケ
ン

密ミ
ツ

兼ケ
ン

学カ
ク

ノ
聖
シ
ヤ
ウ

人ニ
ン

、
久ク

修シ
ユ

練レ
ン

行キ
ヤ
ウノ

先セ
ン

徳ト
ク

御マ
シ

坐マ
シ

キ
。（
中
略
）
抑
ソ
モ
〳
〵、

日ニ

本ホ
ン

我ワ
カ

朝テ
ウ

ハ
神シ
ン

国コ
ク

也ナ
リ

、
天テ
ン

照シ
ヨ
ウ

太タ
イ

神シ
ン

ニ
マ
イ
リ
テ
、
コ
ノ
一
大タ
イ

事シ

ヲ
、
祈キ

念ネ
ン

セ
ン
ト
、
オ
ホ
シ
メ
ス
ア
ヒ
タ
、
俄ニ
ワ
カニ

、
ラ
ク
ヤ
ウ
ノ
フ
モ
ト
ヲ
タ
チ
ヰ
テ
ヽ
、
三
七

日
ノ
参サ
ン

籠ロ
ウ
ヲ
イ
タ
シ
テ
、
身シ

命ミ
ヤ
ウヲ
ス
テ
ヽ
、
御コ

祈キ

念ネ
ン
ア
リ
ト
ヰ
ヘ
ト
モ
、
初シ
ヨ

七
日
ニ
感カ
ン

応ヲ
ウ
ナ
シ
、
第タ
イ

七
日
ニ
ソ
ノ
シ
ル
シ
ナ
シ
、
三
七

日
ヨ
リ
ハ
シ
メ
テ
、
五
穀コ
ク

ヲ
タ
チ
、
一
心シ
ン

ニ
祈キ

念ネ
ン

マ
ウ
サ
ル
ヽ
ト
コ
ロ
ニ
、
結ケ
ツ

願ク
ワ
ンノ

夜ヨ

五
更カ
ウ

ニ
オ
ヨ
ン
テ
、
熲ケ
ウ

正シ
ヤ
ウ

殿テ
ン

ノ
御ミ

戸ト

ヲ
ヒ
ラ
キ
、

夢ユ
メ

ニ
モ
ア
ラ
、
ウ
ツ
ヽ
ニ
モ
ア
ラ
ス
、
唐カ
ラ

装シ
ヤ
ウ

束ソ
ク

ノ
女
ニ
ヨ
ウ

房ハ
ウ

一
人
、
ミ
ナ
水ス
イ

精シ
ヤ
ウノ

念ネ
ン

珠シ
ユ

ヲ
モ
チ
テ
、
ア
ユ
ヒ
ヰ
テ
マ
シ
マ
ス
コ
ト
ノ
、
儀キ

式シ
キ

ヲ
見
ニ
、
カ
ン
ル
ヰ
ヲ
サ
ヘ
カ
タ
ク
、
信シ
ン

心シ
ム

、
肝キ
モ

ニ
銘メ
イ

ス
。
カ
ノ
女
ニ
ヨ
ウ

房ハ
ウ

、
精
シ
ヤ
ウ

進シ
ン

ノ
聖
シ
ヤ
ウ

人ニ
ン

ノ
前マ
エ

ニ
、
ヤ
ウ
カ
ウ
シ
、
紅
ク
レ
ナ
イノ

涙ナ
ミ
タヲ

ナ
カ

シ
テ
、
語
カ
タ
リ

示シ
メ

ス
。

顕
密
を
修
め
る
源
信
は
、
昼
は
天
台
三
大
部
で
あ
る
『
摩
訶
止
観
』・『
法
華
玄
義
』
を
修
学
し
、
開
三
顕
一
の
教
え
を
講
義
し
て
、
夜
は
一

心
三
観
の
観
想
を
行
う
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
末
法
の
世
に
あ
っ
て
は
優
れ
た
知
識
を
持
つ
人
は
い
な
か
っ
た
。
あ
る
時
、「
日

本
我
朝
ハ
神
国
也
」
と
し
て
、
天
照
大
神
の
祀
ら
れ
る
伊
勢
神
宮
へ
参
詣
し
、
三
七
日
の
籠
居
を
経
て
唐
装
束
の
女
房
が
夢
中
に
現
れ
、
天
照
大

神
の
言
を
伝
え
る
。
神
使
が
纏
う
唐
装
束
は
、『
古
事
談
』
巻
三
「
浄
蔵
飛
鉢
天
童
取
之
事19

」
に
お
い
て
天
童
が
身
に
付
け
る
例
、『
法
然
上
人
伝

記
』
巻
二
上
「
俊
乗
房
大
勧
進
事20

」
に
お
い
て
、伊
勢
神
宮
に
参
籠
し
た
重
源
に
夢
中
で
玉
を
授
け
る
貴
女
が
身
に
付
け
る
例
が
あ
る
。
以
下
は
、

『
法
然
上
人
伝
記
』
の
該
当
部
分
で
あ
る
。

重
源
は
伊
勢
大
神
宮
に
ま
い
り
て
、
こ
の
願
成
就
す
べ
く
ば
、
其
瑞
相
を
し
め
し
給
へ
と
祈
請
し
け
る
に
、
三
七
日
に
あ
た
り
け
る
五
更
の

天
に
、
唐
装
束
し
た
る
貴
女
の
、
御
手
よ
り
方
寸
の
玉
を
た
ま
わ
る
と
、
示
現
を
か
う
ぶ
り
て

伊
勢
参
籠
に
お
い
て
夢
中
に
貴
女
が
示
現
す
る
と
い
う
、
本
話
と
共
通
す
る
話
型
を
組
み
込
ん
で
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
巻
一
序
に
は
「
愚
成

（194）
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者
の
さ
と
り
や
す
か
ら
む
た
め
、
見
聞
ん
も
の
の
信
を
す
す
め
ん
た
め
に
、
数
軸
の
画
図
に
あ
ら
は
し
、
萬
代
の
明
鑒
に
そ
な
ふ
。
念
仏
の
行
者

と
し
て
誰
人
か
信
受
せ
ざ
ら
む
」
と
あ
り
、『
恵
心
先
徳
夢
想
之
記
』
と
同
じ
く
、
浄
土
門
へ
の
帰
依
を
促
す
典
籍
と
し
て
の
編
纂
意
識
が
看
取

さ
れ
る
。「
唐
装
束
」
の
貴
女
が
示
現
す
る
話
が
、
浄
土
宗
系
の
典
籍
に
お
い
て
、
伊
勢
神
宮
を
描
写
す
る
上
で
一
種
の
典
型
で
あ
っ
た
可
能
性

が
疑
わ
れ
る
。
ま
た
、
女
房
が
流
す
「
紅
の
涙
」
は
『
孝
養
集
』
中
巻21

に
例
が
み
え
る
。
嘆
き
の
形
容
と
し
て
当
時
通
用
さ
れ
た
表
現
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

夢
中
で
女
房
と
ま
み
え
た
源
信
は
夢
告
を
賜
り
、『
往
生
要
集
』
撰
述
に
至
る
。

仏フ
ツ

法ホ
ウ

万マ
ン
ニ
シ
テ
修シ
ユ

行キ
ヤ
ウマ
チ
〳
〵
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
聖
シ
ヤ
ウ

道タ
ウ
、
浄
シ
ヤ
ウ

土ト

ノ
二
門モ
ン
ニ
ハ
ヰ
テ
ス
。
シ
カ
ル
ニ
世ヨ

ハ
末マ
ツ

代タ
イ
ニ
イ
タ
リ
、
人
ハ

十
悪ア
ク

ヲ
行キ
ヤ
ウス

。
サ
レ
ハ
、
聖
シ
ヤ
ウ

道タ
ウ

門モ
ン

ノ
修シ
ユ

行キ
ヤ
ウハ

名ナ

ノ
ミ
ア
リ
テ
、
マ
コ
ト
ナ
シ
。
タ
ヽ
浄
シ
ヤ
ウ

土ト

ノ
一
門モ
ン

ニ
ヨ
リ
テ
、
一
行キ
ヤ
ウ

三
昧マ
イ

ヲ
修シ
ユ

シ
、

弥ミ

陀タ

ノ
本ホ
ン

願ク
ワ
ンニ

乗シ
ヨ
ウシ

テ
西サ
イ

方ハ
ウ

往ワ
ウ

生シ
ヤ
ウヲ

ト
ケ
、
弥ミ

陀タ

ヲ
モ
テ
知チ

識シ
キ

ト
タ
ノ
ミ
、
今コ
ン

生シ
ヤ
ウノ

一
大タ
イ

事シ

ヲ
ア
キ
ラ
ム
ヘ
シ
、
是コ
レ

末マ
ツ

代タ
イ

相サ
ウ

応ヲ
ウ

ノ
法ホ
ウ

也ナ
リ

。
タ
ヽ
シ
、
浄
シ
ヤ
ウ

土ト

門モ

ノ
修シ
ユ

行キ
ヤ
ウニ

ヲ
ヰ
テ
、
マ
タ
二
門モ
ン

ア
リ
。
定
チ
ヤ
ウ

善セ
ン

ノ
修シ
ユ

行キ
ヤ
ウハ

三
昧マ
イ

発ホ
ツ

得ト
ク

ノ
機キ

ニ
カ
ウ
フ
ラ
シ
ム
、
観カ
ン

経キ
ヤ
ウノ

十
三
定
チ
ヤ
ウ

善セ
ン

コ
レ
ナ
リ
。
散サ
ン

善セ
ン

ノ
修シ
ユ

行キ
ヤ
ウハ

、
愚ク

悪マ
イ

ノ
凡ホ
ン

夫フ

ニ
、
カ
ウ
フ
ラ
シ
ム
、
末マ
ツ

代タ
イ

相サ
ウ

応オ
ウ

之
法ホ
ウ

ナ
リ
。
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
定
テ
ヤ
ウ

善セ
ン

ヲ
ス
テ
ヽ
、
散サ
ン

善セ
ン

ヲ
修シ
ユ

シ
、
散サ
ン

善セ
ン

ノ
中ナ
カ

ニ
モ
三
輩ハ
イ

九
品ホ
ン

ノ
差シ
ヤ

別ヘ
チ

ア
リ
。
上
品ホ
ン

上
生シ
ヤ
ウハ

読ト
ク

誦シ
ユ

大
乗シ
ヨ
ウ、

解ケ

第タ
イ

一
義
ノ
大
乗シ
ヨ
ウ

修シ
ユ

行キ
ヤ
ウノ

人ニ
ン

ナ
リ
、
中チ
ウ

品ホ
ン

ハ
一
日
一

夜ヤ

、
出
シ
ユ
ツ

家ケ

受シ
ユ

戒カ
イ

、
孝ケ
ウ

養ヤ
ウ

父フ

母モ

等ト
ウ

ノ
世セ

善セ
ン

ナ
リ
。
下ケ

三サ
ン

品ホ
ン

ハ
念ネ
ン

仏フ
ツ

往ワ
ウ

生シ
ヤ
ウノ

機キ

ナ
リ
。
シ
カ
レ
ハ
、
散サ
ン

善セ
ン

ノ
中ナ
カ

ニ
モ
読ト
ク

誦シ
ユ

持チ

戒カ
イ

ヲ
シ
、
散サ
ン

善セ
ン

ヲ
ス
テ
ヽ
念ネ
ン

仏フ
ツ

ノ
一
行キ
ヤ
ウヲ

取ト
ル

ヘ
シ
。
名
ミ
ヤ
ウ

号カ
ウ

ハ
五
劫コ
ウ

思シ

惟ユ
イ

ノ
本ホ
ン

願ク
ワ
ン、

諸シ
ヨ

仏フ
ツ

超テ
ウ

世セ

ノ
悲ヒ

願ク
ワ
ンナ

リ
、
定
チ
ヤ
ウ

善セ
ン

ナ
リ
、
散サ
ン

善セ
ン

ナ
リ
、
難ナ
ン

思シ

法ホ
ツ

性シ
ヤ
ウナ

リ
、
顕ケ
ン

教ケ
ウ

ニ
モ
ア
ラ
ス
、
密ミ
ツ

教キ
ヨ
ウニ

モ
ア
ラ
ス
、
甚シ
ン

深ム

不フ

可カ

思シ

議キ

ノ
名
ミ
ヤ
ウ

号カ
ウ

ナ
リ
。
コ
ヽ
ヲ
モ
テ
釈
シ
ヤ
ク

尊ソ
ン

、
阿ア

弥ミ

陀タ

経キ
ヤ
ウヲ

ト
キ
タ
マ
ヒ
シ
ト
キ
、

不フ

可カ

以イ

少シ
ヨ
ウ

善セ
ン

根コ
ン

ト
説ト
キ

テ
、
一イ
ツ

切サ
イ

ノ
万マ
ン

善セ
ン

ヲ
ハ
、
往ワ
ウ

生シ
ヤ
ウノ

因ヰ
ン

ニ
ア
ラ
ス
ト
キ
ラ
ヰ
ス
テ
、
念ネ
ン

仏フ
ツ

ノ
一
行キ
ヤ
ウヲ

ハ
大タ
イ

善セ
ン

根コ
ン

、
多タ

福フ
ク

徳ト
ク

ノ
因ヰ
ン

縁エ
ン

ト
ホ
メ
テ
、
往ワ
ウ

生シ
ヤ
ウノ

正
シ
ヤ
ウ

因ヰ

ト
説ト
キ

タ
マ
ヰ
シ
時ト
キ

、
六
方
恒コ
ウ

沙シ
ヤ

ノ
諸シ
ヨ

仏フ
ツ

、
舌セ
ツ

相サ
ウ

ヲ
イ
タ
シ
テ
真シ
ン

実シ
チ

ナ
リ
ト
、
証
シ
ヨ
ウ

誠シ
ヤ
ウシ

タ
マ
フ
。
コ
ヽ
ヲ
モ

テ
称
シ
ヨ
ウ

名ミ
ヤ
ウノ

一
行キ
ヤ
ウヲ

修シ
ユ

シ
テ
、
万マ
ン

善セ
ン

万マ

行キ
ヤ
ウヲ

円エ
ン

満マ
ン

シ
、
一
向カ
ウ

専セ
ン

修シ
ユ

ノ
行
キ
ヤ
ウ

人ニ
ン

ト
ナ
リ
テ
、
順
シ
ユ
ン

次シ

ノ
往ワ
ウ

生シ
ヤ
ウヲ

ト
ク
ヘ
シ
。
コ
レ
、
マ
ツ
タ
イ

相サ
ウ

応ヲ
ウ

ノ
法ホ
ウ

ナ
リ
（
中
略
）
聖
シ
ヤ
ウ

人ニ
ン

モ
、
ス
ミ
ソ
メ
ノ
ソ
テ
ヲ
、
シ
ホ
リ
タ
マ
ヒ
テ
、
カ
サ
ネ
テ
本ホ
ン

山サ
ン

ニ
ヨ
チ
ノ
ホ
リ
テ
、
三
千
人
ノ
衆シ
ユ

徒ト

ニ
、

イ
ト
マ
コ
ヒ
テ
、
一
代タ
イ

ノ
聖
シ
ヤ
ウ

教ケ
ウ

ヲ
ヒ
ラ
キ
テ
、
念ネ
ン

仏フ
ツ

ノ
要ヨ
ウ

文モ
ン

ヲ
集
シ
ウ
ニ

ム

ア
ツ
ム

、
今イ
マ

ノ
往ワ
ウ

生シ
ヤ
ウ

要ヨ
ウ

集シ
ウ

、
コ
レ
ナ
リ
。
顕ケ
ン

密ミ
ツ

ノ
修シ
ユ

行キ
ヤ
ウヲ

サ
シ
オ
キ
テ
、
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修シ
ユ

学カ
ク

ノ
二
字シ

ヲ
ス
テ
ヽ
、
タ
ヽ
ヒ
ト
ヘ
ニ
愚ク

ニ
カ
ヘ
リ
、
念ネ
ン

仏フ
ツ

ノ
一
行キ
ヤ
ウヲ

修シ
ユ

シ
テ
西サ
イ

方ハ
ウ

ノ
往ワ
ウ

生シ
ヤ
ウヲ

ネ
カ
イ
マ
シ
〳
〵
キ
。

顕
密
を
捨
て
、
浄
土
門
に
帰
依
す
る
こ
と
を
説
く
長
大
な
夢
告
で
あ
る
。『
三
国
伝
記
』、『
直
談
因
縁
集
』、『
一
言
芳
談
』
所
収
話
と
比
較
し

て
、
浄
土
門
へ
の
帰
依
を
促
す
文
言
に
筆
を
費
や
す
点
に
、
浄
土
系
の
典
籍
と
し
て
の
形
成
と
受
容
を
う
か
が
わ
せ
る
。
夢
告
を
受
け
、
聖
教
典

籍
の
集
成
を
経
て
『
往
生
要
集
』
撰
述
に
至
る
内
容
は
、『
過
去
帳
』
以
降
の
源
信
伝
同
様
に
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
定
期
間
（
三
七
日
）

の
伊
勢
神
宮
参
籠
の
果
て
、
天
照
大
神
の
言
を
伝
え
る
唐
装
束
の
女
房
に
よ
り
夢
告
を
受
け
る
。
念
仏
を
促
す
文
言
を
伝
え
聞
き
、
そ
れ
を
受
け

た
源
信
が
『
往
生
要
集
』
を
撰
述
す
る
旨
を
以
て
、
一
書
と
す
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　

本
書
に
つ
い
て
黒
田
彰22

は
『
三
国
伝
記
』
と
の
関
連
を
指
摘
し
、
本
書
を
「
当
時
流
布
し
た
源
信
伝
の
一
環
と
知
ら
れ
る
」
と
す
る
。
さ
ら
に

山
田
雅
教23

は
、
先
行
す
る
『
一
言
芳
談
』、
近
世
に
成
立
す
る
『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実
』
を
挙
げ
、「
源
信
の
伊
勢
参
宮
の
伝
承
は
中
世
に
お
い

て
は
あ
ま
り
一
般
的
で
な
か
っ
た
ら
し
」
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
と
『
直
談
因
縁
集
』
の
連
関
に
つ
い
て
は
近
本
謙
介24

が
触
れ
て

お
り
、『
往
因
類
聚
抄
』
と
『
直
談
因
縁
集
』
の
影
響
関
係
の
よ
う
に
、
談
義
所
で
流
布
し
た
草
子
の
内
容
を
取
り
込
む
例
が
他
に
も
確
認
さ
れ

る25

。
本
書
は
、
参
籠
の
動
機
を
母
の
話
と
関
わ
ら
せ
ず
、「
抑
、
日
本
我
朝
ハ
神
国
也
」
と
し
、「
唐
装
束
ノ
女
房
」
や
「
紅
ノ
涙
ヲ
ナ
カ
シ
」
な

ど
の
文
飾
を
施
す
な
ど
、
伊
勢
参
詣
を
強
調
し
て
い
る
。
上
製
の
小
冊
子
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
本
書
の
内
容
の
権
威
付
け
を
志
向
し
た
こ

と
に
よ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

四
、
近
世
の
源
信
伊
勢
参
籠
説
話

　

近
世
以
降
に
編
纂
さ
れ
た
源
信
伝
に
お
い
て
も
伊
勢
参
籠
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実26

』
は
、
跋
に
よ
れ
ば
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）に
和
泉
国
の
僧
で
あ
る
白
道
恕
哲
が
制
作
し
た
と
あ
る
。後
掲
す
る『
恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

江
戸
時
代
中
後
期
を
通
じ
て
あ
る
程
度
披
覧
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
本
書
も
、
伊
勢
に
関
す
る
記
述
を
含
ん
で
い
る
。

又
詣
二
伊
勢
ノ
神
祠
一
、
期
シ
テ

二
七
日
一
祈
二
出
離
ノ
通
津
一
、
満
散
ノ
夜
夢
ラ
ク
、
一
貴
婦
人
儀
貌
端
正
、
排
二
殿
戸
一
従
容
ト
シ
テ
告
曰
、
有
下
人
問
二

出
要
一
者
上
、
乃
語
ケ
ヨ
之
唯
念
セ
ヨ
ト

二
阿
弥
陀
仏
一
、
覚
メ
テ
而
挙
挙
ト
シ
テ
服
膺
、
自
レ
是
而
後
、
自
行
化
他
、
専
以
ス

二
称
名
一
也
、
永
観
二
年
冬
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十
一
月
、
捜
二
羅
シ
経
論
一
、
捃
二
摭
シ
テ
章
記
一
、
著
二
往
生
要
集
三
巻
一
、
以
備
二
西
邁
之
勧
発
一
也

「
満
散
の
夜
」
と
い
う
時
間
設
定
や
、「
阿
弥
陀
仏
を
念
ぜ
よ
」
と
い
う
夢
告
の
内
容
は
、
先
ん
じ
て
『
三
国
伝
記
』
に
み
ら
れ
る
も
の
と
合
致
し

て
お
り
、
本
書
は
こ
れ
に
拠
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
の
跋
を
も
つ
『
浄
土
真
宗
七
高
祖
伝27

』
に
も
同
様
の
こ
と
が
い

え
る
。某

年
詣
二
伊
勢
神
祠
一
。
期
二
七
日
一
祈
レ
示
二
出
要
一
。
散
夜
夢
、
一
貴
女
、
容
貌
偉
麗
、
啓
二
殿
戸
一
出
、
告
曰
、
末
世
要
法
、
無
レ
如
レ
念
二
弥

陀
一
。

　

江
戸
時
代
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』
上
巻28

所
収
の
源
信
伝
に
も
、
同
様
の
説
話
お
よ
び
『
三
国
伝
記
』
を
踏
襲
し
た
表
現
が

み
て
と
れ
る
。

僧
都
あ
る
時
天
照
大
神
宮
へ
一
七
日
参
籠
し
て
、
菩
提
心
を
い
の
り
末
代
の
要
行
を
う
か
ゞ
ひ
給
ふ
に
、
七
日
満
ず
る
夜
の
夢
に
、
神
殿
の

御
戸
を
ひ
ら
き
貴
女
一
人
い
で
給
ひ
て
、
末
代
の
衆
生
出
離
の
要
道
を
も
と
む
る
者
あ
ら
ば
阿
弥
陀
仏
を
一
心
に
念
ぜ
よ
と
勧
む
べ
し
。

（
中
略
）
末
代
時
機
相
応
の
法
は
、
念
仏
の
一
門
に
す
ぎ
た
る
事
な
き
の
旨
、
ふ
か
く
心
に
そ
み
け
れ
ば
、
往
生
要
集
を
ゑ
ら
び
て
あ
ま
ね

く
諸
人
に
往
生
極
楽
を
す
ゝ
め
給
ふ
と
い
ふ
。

中
巻
冒
頭
に
は
、

往
生
要
集
は
大
神
宮
の
専
念
弥
陀
を
す
ゝ
め
よ
と
示
し
給
ふ
神
託
に
よ
り
、
阿
弥
陀
聖
の
空
也
上
人

厭
離
穢
土
の
行
相
を
し
め
し
給
ふ
に
よ
り
て
、

撰
述
し
給
ふ
所
な
れ
ば
、
仏
意
に
か
な
ひ
神
慮
に
か
な
ふ
の
要
門
な
る
事
は
、
誰
か
こ
れ
を
間
然
す
べ
き
。

と
あ
り
、『
往
生
要
集
』
撰
述
の
権
威
性
を
保
証
す
る
存
在
と
し
て
伊
勢
神
宮
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
の
下
巻
巻
末
で
は
、
纂
集
し

た
典
籍
を
以
下
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。

拙
き
筆
を
と
り
て
発
起
師
の
厚
志
に
む
く
ゆ
。
其
纂
集
す
る
所
は
、
首
楞
厳
院
二
十
五
三
昧
過
去
帳
・
慈
恵
大
師
伝
・
続
往
生
伝
・
山
家
雑

詮
・
法
華
験
記
・
大
鏡
・
正
法
眼
蔵
隨
聞
記
・
長
明
発
心
集
・
康
頼
宝
物
集
・
清
輔
袋
草
子
・
西
行
法
師
撰
集
抄
・
往
生
要
集
記
・
元
亨
釈

書
・
述
懐
鈔
・
明
匠
略
伝
・
十
訓
抄
・
砂
石
集
・
叡
岳
要
記
・
百
因
縁
集
・
三
国
伝
記
・
一
言
芳
談
・
法
華
経
直
談
・
和
論
語
・
地
蔵
菩
薩
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霊
験
記
・
同
感
応
伝
・
観
経
厭
欣
鈔
・
念
仏
無
上
法
王
義
・
西
教
寺
記
・
来
迎
寺
縁
起
・
高
野
山
通
念
集
・
本
朝
高
僧
伝
・
扶
桑
往
生
伝
・

叡
山
参
詣
案
内
記
・
僧
都
行
実
等
に
よ
り
て
、
略
録
し
侍
り
て
恩
海
の
一
滴
に
酬
ゆ
。

う
ち
、
伊
勢
参
籠
の
記
述
を
持
つ
典
籍
は
『
三
国
伝
記
』・『
一
言
芳
談
』
の
み
で
あ
り
、
表
現
が
よ
り
近
い
『
三
国
伝
記
』
に
直
接
拠
っ
た
章
段

で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。

　

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
刊
本
が
伝
わ
る
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』
巻
三
第
三
「
謁
二
空
也
一
源
信
問
二
浄
土
往
生29
一
」
に
も
同
様
の
傾
向
が
看

取
さ
れ
る
が
、『
往
生
要
集
』
の
撰
述
に
つ
い
て
は
、
後
話
で
あ
る
第
四
「
源
信
遇
二
母
臨
終
一
幷
撰
二
往
生
要
集
一
」
に
て
別
記
さ
れ
る
。

一
年
伊
勢
太
神
宮
へ
詣
で
給
ひ
、
七
日
の
間
誓
を
立
て
、
出
離
の
要
路
を
し
め
し
給
へ
と
祈
り
給
ふ
。
七
日
満
ず
る
夜
の
夢
に
、
美
し
き
貴

女
神
殿
の
扉
を
ひ
ら
き
出
て
つ
げ
言
ふ
や
う
、
出
離
生
死
頓
證
菩
提
の
為
に
は
、
末
世
の
要
法
弥
陀
を
念
ず
る
に
如
は
な
し
と
。

近
世
以
降
の
源
信
伝
で
は
、
一
定
期
間
の
参
籠
に
関
し
、「
満
散
の
夜
」
と
い
う
時
間
設
定
を
踏
襲
し
て
い
る
。
加
え
て
、
そ
の
多
く
に
お
い

て
「
末
代
の
衆
生
」・「
出
離
の
要
道
」
に
類
す
る
表
現
が
共
通
し
て
お
り
、『
三
国
伝
記
』
所
収
話
に
依
っ
た
記
述
を
採
録
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
近
世
中
後
期
以
降
は
真
宗
系
の
源
信
伝
が
編
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
伊
勢
参
籠
説
話
は
必
ず
組
み
込
ま
れ
続
け
る
。
源
信
伝
や
『
往
生

要
集
』
の
権
威
性
を
補
強
す
る
意
図
を
以
て
、
真
宗
に
お
い
て
も
本
説
話
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

中
世
以
降
、
伊
勢
参
籠
説
話
は
、
各
宗
の
間
で
流
布
し
た
『
恵
心
僧
都
物
語
』
ほ
か
、
そ
れ
以
前
の
源
信
伝
に
も
殆
ど
例
の
な
い
描
写
で
あ
っ

た
。
こ
の
話
型
の
書
承
に
つ
い
て
、
二
つ
の
経
路
が
想
定
さ
れ
る
。

　

一
方
は
、『
一
言
芳
談
』・『
三
国
伝
記
』
を
受
け
て
成
立
し
た
、『
恵
心
院
源
信
僧
都
行
実
』・『
恵
心
僧
都
絵
詞
伝
』・『
浄
土
真
宗
七
高
祖
伝
』・

『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』
な
ど
近
世
の
源
信
伝
で
あ
る
。
も
う
一
方
は
、『
一
言
芳
談
』・『
恵
心
先
徳
夢
想
之
記
』・『
直
談
因
縁
集
』
に
見
ら
れ

る
、
源
信
の
伊
勢
参
籠
説
話
を
独
自
に
組
み
込
ん
だ
典
籍
群
で
あ
る
。
特
に
、
天
台
・
浄
土
双
方
の
唱
導
の
場
に
お
い
て
、
源
信
の
説
話
が
活
発

に
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
源
信
の
伊
勢
参
籠
説
話
は
中
世
以
後
、
天
台
系
・
浄
土
系
の
典
籍
や
真
宗
系
の
典
籍
へ
と
継
承
さ
れ
て
お
り
、
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法
会
や
談
義
と
い
っ
た
唱
導
の
場
を
通
し
て
、
宗
派
を
横
断
し
て
受
容
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
斯
道
文
庫
蔵
『
恵
心
先
徳
夢
想
之
記
』

は
、
特
に
伊
勢
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
つ
つ
、
浄
土
門
へ
の
帰
依
を
促
す
一
書
と
し
て
製
作
さ
れ
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
書
物
の
形
態
だ
け
で

な
く
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
も
権
威
付
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
源
信
伝
の
中
で
も
『
往
生
要
集
』
の
撰
述
が
、
談
義
の

場
で
い
か
に
重
要
視
さ
れ
て
き
た
か
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
実
際
に
『
往
生
要
集
』
は
、
天
台
真
盛
宗
の
祖
で
あ
る
真
盛
聖
人
（
一
四
四
三
―
九

五
）
に
よ
っ
て
、
室
町
期
の
宮
中
に
お
い
て
も
盛
ん
に
談
義
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
撰
述
に
関
わ
る
説
話
が
求
め
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　

各
宗
の
間
で
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
源
信
・『
往
生
要
集
』
と
伊
勢
神
宮
が
語
ら
れ
た
の
か
、
本
論
文
で
は
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ

し
、
伊
勢
参
籠
説
話
は
、
源
信
の
説
話
利
用
に
お
け
る
一
形
態
で
あ
る
。
他
に
も
例
え
ば
、「『
往
生
要
集
』
撰
述
後
に
宋
で
受
容
が
進
ん
だ
」
旨

の
記
述
に
は
、
源
信
伝
の
間
で
も
異
同
が
見
ら
れ
る
。『
直
談
因
縁
集
』
を
は
じ
め
と
し
た
中
世
の
唱
導
の
場
に
お
い
て
、
源
信
像
や
伊
勢
観
が

い
か
な
る
実
態
を
以
て
利
用
さ
れ
、
享
受
さ
れ
た
の
か
。
唱
導
説
話
や
参
詣
記
と
い
っ
た
諸
資
料
の
さ
ら
な
る
分
析
を
経
て
、
こ
れ
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
今
後
の
展
望
と
し
た
い
。

注1	

大
塚
あ
や
子
「
源
信
話
考
―
聖
か
ら
名
僧
へ
―
」、『
明
海
日
本
語
』
第
一
号
、
明
海
大
学
日
本
語
学
会
、
一
九
九
五
年

2	

淺
田
正
博
「
中
世
に
お
け
る
源
信
の
伝
記
と
説
話
性
―
特
に
『
恵
心
僧
都
物
語
』（
ま
た
は
天
然
本
）
を
中
心
と
し
て
―
」、『
佛
教
學
研
究
』
第
五
十

六
号
、
龍
谷
大
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
二
年

3	

渡
邊
守
順
「
説
話
文
学
の
恵
心
僧
都
」、『
叡
山
学
院
研
究
紀
要
』
十
二
号
、
叡
山
学
院
、
一
九
八
九
年

4	

『
恵
心
僧
都
全
集
』
所
収
。

5	

『
日
本
思
想
大
系
』
所
収
。
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6	

『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
所
収
。

7	
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
所
収
。

8	
前
掲
論
文
。

9	

池
上
洵
一
校
注
『
三
国
伝
記
』、
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
六
年

10	

名
古
屋
三
国
伝
記
研
究
会
編
『
三
国
伝
記 

平
仮
名
本
』、
古
典
文
庫
、
一
九
八
二
年

11	

黒
田
彰
編
『
黒
田
彰
蔵
平
仮
名
本
三
国
伝
記
』（
幼
学
の
会
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。
平
仮
名
本
で
補
わ
れ
て
い
る
の
は
、
巻
十
四
第
六
「
江
口
の
君

の
事
」
の
み
。『
撰
集
抄
』
に
同
話
が
見
え
る
。

12	

廣
田
哲
通
・
阿
部
泰
郎
・
田
中
貴
子
・
小
林
直
樹
・
近
藤
謙
介
編
『
研
究
叢
書 

日
光
天
海
蔵
直
談
因
縁
集
―
翻
刻
と
索
引
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
八

年

13	

観
世
音
菩
薩
、
有
二
如
レ
是
等
大
威
神
力
一
多
レ
所
二
饒
益
一
。
是
故
衆
生
常
応
二
心
念
一
。
若
有
二
女
人
一
設
欲
レ
求
レ
男
、
礼
三
-
拝
供
二
-
養
観
世
音
菩
薩
一
、

便
生
二
福
徳
智
慧
之
男
一
。
設
欲
レ
求
レ
女
、
便
生
下
端
正
有
相
之
女
、
宿
殖
二
徳
本
一
衆
人
愛
敬
上
。
無
尽
意
。（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』）

14	

阿
部
泰
郎
「『
直
談
因
縁
集
』
解
題
」、『
研
究
叢
書 

日
光
天
海
蔵
直
談
因
縁
集
―
翻
刻
と
索
引
』、
前
掲

15	

国
立
国
会
図
書
館
蔵
慶
安
元
年
刊
本
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
二
〇
二
五
年
九
月
二
十
七
日
最
終
閲
覧

16	

多
屋
頼
俊
編
『
一
言
芳
談
―
校
註
』、
法
蔵
館
、
一
九
三
八
年

17	

始
思
二
夢
事
一
。
励
精
修
学
、
天
性
聡
明
、
究
二
顕
密
教
一
。
五
種
法
師
、
四
種
三
昧
。
無
レ
不
二
練
一
、
過
二
壮
歳
一
忌
二
栄
名
一
。
屛
二
-
居
橫
川
一
。
專
以

二
著
述
一
為
二
己
任
一
、
所
謂
一
乘
要
訣
、
往
生
要
集
、
阿
弥
陀
経
䟽
、
大
乘
対
俱
舍
抄
、
因
明
相
違
注
釈
等
也
。
台
嶺
教
法
、
此
時
為
レ
盛
。
負
レ
笈
承
レ

業
者
多
。
時
號
二
慧
心
院
僧
都
一
。
信
作
二
台
宗
二
十
七
疑
一
。（
中
略
）
風
舶
来
往
、
音
問
相
継
。
其
一
乘
要
訣
者
。
顕
二
衆
生
成
仏
之
義
一
、
斥
二
定
性

無
性
之
執
一
也
。
時
夢
、
西
天
馬
鳴
龍
樹
摩
頂
讃
歎
。
伝
教
大
師
合
掌
告
曰
。
我
山
教
法
今
属
レ
汝
焉
。
往
生
要
集
者
。
備
二
西
方
之
勧
発
一
也
。（『
国

史
大
系
』）

18	

尊
き
聖
の
言
ひ
を
け
る
こ
と
を
書
付
け
て
、
一
言
芳
談
と
か
や
名
付
け
た
る
草
子
を
見
侍
り
し
に
、
心
合
ひ
て
覚
え
し
こ
と
ど
も
。（『
新
日
本
古
典
文

学
大
系
』）

19	

老
僧
云
は
く
、「
い
と
不
便
な
る
事
に
こ
そ
侍
る
な
れ
。
一
切
知
り
侍
ら
ず
。
相
ひ
尋
ぬ
べ
し
」
と
て
、
微
音
に
人
を
喚
ぶ
。
閑
所
よ
り
出
で
来
た
る

人
を
見
れ
ば
、
唐
装
束
を
着
た
る
天
童
な
り
。
僧
云
は
く
、「
此
く
仰
せ
ら
る
る
事
は
、
汝
が
し
わ
ざ
か
。
い
と
不
便
の
事
な
り
。
自
今
以
後
有
る
べ

か
ら
ず
」
と
諫
む
れ
ば
、
童
頗
る
赭
面
し
て
退
去
し
畢
ん
ぬ
。（
中
略
）
天
童
、
瑠
璃
の
さ
ら
に
、
か
ら
の
梨
の
む
き
た
る
を
四
果
も
り
て
、
扇
の
上

（188）
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に
置
き
て
持
て
来
た
り
け
る
を
、
先
ず
一
果
服
す
る
に
、
天
の
甘
露
も
か
く
や
と
お
ぼ
え
て
、
忽
ち
に
身
も
す
ず
し
く
、
つ
か
れ
も
直
り
に
け
り
。

（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』）

20	
『
浄
土
宗
全
書
』
所
収
。

21	

十
万
如
来
大
慈
悲　

皆
集
一
体
観
世
音
西
方
称
為
阿
弥
陀　

娑
婆
示
現
観
世
音
八
寒
八
熱
那
落
迦　

大
悲
一
人
代
受
苦
文

 

文
の
意
は
如
来
慈
悲
の
余
り
に
、
紅
蓮
大
紅
蓮
の
底
に
入
て
、
我
等
に
替
つ
て
慈
悲
の
肝
を
く
だ
き
、
焦
熱
大
焦
熱
の
中
に
我
等
に
替
て
忍
辱
の
は
だ

え
を
こ
が
し
給
ふ
。
哀
れ
な
る
哉
。
思
も
し
ら
ぬ
我
等
が
故
に
、
青
蓮
の
ま
な
じ
り
よ
り
紅
の
泪
を
流
し
給
ふ
。（『
続
浄
土
宗
全
書
』）

22	

黒
田
彰
「
三
国
伝
記
と
恵
心
僧
都
物
語
―
説
草
か
ら
説
話
集
へ
―
」、『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
三
十
七
号
、
愛
知
県
立
大
学
国
文
学
会
、
一
九
八
九
年

23	

山
田
雅
教
「
親
鸞
の
伊
勢
参
宮
伝
承
に
つ
い
て
」、『
高
田
学
報
』
七
十
六
号
、
高
田
学
会
、
一
九
八
七
年

24	

近
本
謙
介
「『
直
談
因
縁
集
』
の
『
三
国
伝
記
』
受
容
」、『
中
世
説
話
物
語
文
芸
の
形
成
と
展
開
』、
学
位
論
文
、
一
九
九
六
年

25	

阿
部
泰
郎
、
前
掲
論
文
。

26	

『
恵
心
僧
都
全
集
』
所
収
。

27	

『
新
編
真
宗
全
書 

史
伝
編
』
所
収
。
著
者
で
あ
る
玄
智
が
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
に
制
作
し
た
注
釈
書
で
あ
る
、『
浄
土
真
宗
七
祖
伝
衍
繹
篇
』
巻
六

「
源
信
大
師
伝
」
に
は
、
源
信
の
伊
勢
参
籠
に
つ
い
て
「
又
伊
勢
神
祠　

此
縁
出
二
一
言
芳
談
寛
正
四

年

作
上
一
云
」（『
新
編
真
宗
全
書 

史
伝
編
』）
と
あ
り
、
こ

の
記
事
の
典
拠
が
『
一
言
芳
談
』
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

28	

『
恵
心
僧
都
全
集
』
所
収
。

29	

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
万
延
元
年
刊
本
、
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
二
〇
二
五
年
九
月
二
十
七
日
最
終
閲
覧


